
北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生産デザイン工学演習
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 なし
担当教員 油谷 英明,脇山 正博,園田 達彦,中島 レイ,滝本 隆
到達目標
１．工学が関わっている数々の事象について、自らの専門知識を駆使して、情報を収集することができる。
２．集められた情報をもとに、状況を適確に分析し，問題を明確化することができる。
３．与えられた目標を達成するための解決方法を考えることができる。
４．問題解決したアイデアをグループで効率的にまとめ，発表することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

情報収集能力
工学が関わっている数々の事象に
ついて、自らの専門知識を駆使し
て、十分な情報を収集することが
できる。

工学が関わっている数々の事象に
ついて、自らの専門知識を駆使し
て、情報を収集することができる
。

工学が関わっている数々の事象に
ついて、理解不足で，自らの専門
知識を駆使して、情報を収集する
ことができない。

問題明確化
収集情報をもとに、状況を適確に
分析し，問題を十分に明確化する
ことができる。

収集情報をもとに、状況を適確に
分析し，問題を明確化することが
できるが，最近の技術情報等に不
十分な要素が見受けられる。

収集情報をもとに、状況を適確に
分析し，問題を明確化することが
できない。

目標達成能力
与えられた目標を達成するための
十分な解決方法を考えることがで
きる。

与えられた目標を達成するための
解決方法を提示できるが、要望す
るレベルに達成せず不十分である
。

与えられた目標を達成するための
解決方法を提案できない。

発表能力
発表会で問題解決内容を論理的に
説明でき，質疑にも明瞭に応答で
きる。

発表会で問題解決内容をわかりや
すく説明できる。

発表会で問題解決内容をグループ
で効率的にまとめ，発表すること
ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

多種多様な技術分野からなる現代の『生産』について、本科目では学生各自の専門工学分野である機械工学、電気電子
工学、情報工学、制御工学、物質化学工学の視点から学習し、これら技術の理解とともに他分野工学との関連を学ぶこ
とが目的である。個人、グループによる学習・調査を通じて、自らの専門工学と他分野工学技術・動向への理解を深め
る。同時期開講の生産デザイン工学と連携し、融合複合的『生産』技術に関する事項を学び、後期における創造工学実
験における実践活用につなげる。

授業の進め方・方法
同時期の生産デザイン工学の内容を踏まえ、それぞれの分野の技術の動向について、学生がグループごとに調査、研究
を行うPBLタイプの授業として実施する。成果はポスターにまとめ、発表会を行うとともにこれら活動を通じたPeer学
習による他分野技術の理解向上を図る。

注意点 本科目における学習事項は後期開講の創造工学実験において活用される。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の内容および評価方法を理解し説明ができる。

2週 機械工学、電気電子工学、情報工学、制御工学、物質
化学工学の視点から技術調査、分析(1) 問題に応じた情報収集ができ，問題を明確化できる。

3週 機械工学、電気電子工学、情報工学、制御工学、物質
化学工学の視点から技術調査、分析(２) 問題に応じた情報収集ができ，問題を明確化できる。

4週 機械工学、電気電子工学、情報工学、制御工学、物質
化学工学の視点から技術調査、分析(３) 問題に応じた情報収集ができ，問題を明確化できる。

5週 関連分野(生産デザイン工学と連動)に関する技術動向
調査、分析に基づくプランニング(１) 問題解決のための解決方法を考えることができる。

6週 関連分野(生産デザイン工学と連動)に関する技術動向
調査、分析に基づくプランニング(２) 問題解決のための解決方法を考えることができる。

7週 関連分野(生産デザイン工学と連動)に関する技術動向
調査、分析に基づくプランニング(３) 問題解決のための解決方法を考えることができる。

8週 関連分野(生産デザイン工学と連動)に関する技術動向
調査、分析に基づくプランニング(４) 問題解決のための解決方法を考えることができる。

2ndQ

9週 関連分野(生産デザイン工学と連動)に関する技術動向
調査、分析に基づくプランニング(５) 問題解決のための解決方法を考えることができる。

10週 グループごとに調査内容、分析結果を中間発表(1回目) 問題解決の調査内容，分析結果を中間発表できる。

11週 グループごとに調査内容、分析結果を中間発表(２回目
) 問題解決の調査内容，分析結果を中間発表できる。

12週
発表会を通じて学んだ他分野技術を踏まえ、融合複合
的生産に関連する技術の動向調査、プランニングに関
する最終提案の作成(１)

問題を明確にプランニングに応じた解決方法を提案が
できる。

13週
発表会を通じて学んだ他分野技術を踏まえ、融合複合
的生産に関連する技術の動向調査、プランニングに関
する最終提案の作成(２)

問題を明確にプランニングに応じた解決方法を提案が
できる。

14週
発表会を通じて学んだ他分野技術を踏まえ、融合複合
的生産に関連する技術の動向調査、プランニングに関
する最終提案の作成(３)

問題を明確にプランニングに応じた解決方法を提案が
できる。

15週 グループごとに調査内容、分析結果の最終発表会(1回
目)

具体的な問題解決策をまとめ，プレゼンテーション・
質疑応答ができる。



16週 グループごとに調査内容、分析結果の最終発表会(2回
目)

具体的な問題解決策をまとめ，プレゼンテーション・
質疑応答ができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 レポート 全体作業報告書 その他 合計
総合評価割合 0 20 10 50 20 0 100
専門的能力 0 0 0 50 0 0 50
分野横断的能力 0 20 10 0 20 0 50


